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　人ロの動き
　　3月1日現在一
男4，267（十6）
女4，341（十1）
計8，608（＋7）
世帯数2，259（一2）

　（）は前月比較
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2護

平成9年度一般会計予算（案）の姿

（単位：％）総額は51億6千万円

　　　　　　部　　　　の　　轟蹴　　　　　　灘　　　　の　　鶴叢

〈歳入＞

その他の内訳

諸　収　入

　　　2．4
分担金・負担金

　　　2．0

地方譲与税

　　　1．4
使用料及び手数料

　　　1．4

繰　越　金

　　　1．0
自動車取得税交付金

　　　0．8
地方消費税交付金

　　　0．6

財産収入
　　　0．3

利子割交付金

　　　0．3

　
　
　
税
2

　
　
　
町
1
6

債
う

町
1
3

税付
－
交
乞
方
4

地

他
2
の
砿
そ
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県
支
出
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2

　
　
　
　
7

繰
入
金
の

　
　
　
　
5

国
庫
支
出
金
　
・
9

　
　
　
　
4

教育費

12．6

総務費

12．6

〈歳出＞

土木費

15．3

〆　　　公債費
農林水　　11・7

産業費
ll．2　　　　．＿己

その他

14．3

民生費

15．5

衛生費
、6．8ノ

訳
内
費
2
費
ゆ
費
。
6
費
つ

の
　
　
7
　
　
4
　
　
1
旧
0

他
工
　
　
防
　
　
会
　
　
復

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
害

そ
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消
　
　
議
　
　
災

労働費
　0．3
予備費
　0．3
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二
月
七
日
、
平
成
九
年
度
川
西
町
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

般
・
特
別
会
計
予
算
（
案
）
が
公
表
さ
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
ま
し
た
．
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平
成
九
年
度
は
第
五
次
川
西
町
総
合
　
9

開
発
計
画
の
二
年
次
目
。
予
算
編
成
に

当
た
っ
て
は
、
国
、
県
の
厳
し
い
財
政

状
況
を
反
映
し
な
が
ら
も
、
事
業
の
進

捗
を
止
め
る
こ
と
な
く
幅
広
い
二
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
関
係
事
業
を
調
整

し
な
が
ら
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
町
の
一
般
会
計
予
算
（
案
）
は
、
五

十
一
億
六
千
万
円
。
前
年
度
と
比
べ
る

と
四
千
万
円
の
減
、
対
前
年
比
で
は
○

・
八
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
一
方
、
特
別
会
計
予
算
（
案
）
で
は
、

事
業
ご
と
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
、
全

体
で
三
十
一
億
四
千
九
百
七
十
万
円
。

前
年
度
よ
り
一
億
九
千
五
百
五
十
万
円

の
増
と
な
り
、
対
前
年
比
は
六
・
六
パ

ー
セ
ン
ト
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
・
特
別
会
計
予
算
（
案
）
の
総

額
は
八
十
三
億
九
百
七
十
万
円
。
水
道

事
業
会
計
予
算
（
案
）
は
支
出
で
二
億

六
千
三
百
十
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
九
年
度
の
主
要
な
施
策
に
つ
い

て
は
次
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
各
区
分
に
つ
い
て
の
説
明
に

つ
い
て
は
、
本
紙
四
月
号
に
町
長
の
施

策
方
針
と
し
て
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。



灘灘罐縷騒麟擁羅

区　　分 事　　　　　　　業　　　　　　　名 予　算　額
1夢を育む人 ★不登校、いじめ対策の拡充（教育相談週1日→3日体制へ、相談専用電 3，193　千円

づくり 話設置、適応指導教室）

（教　育　費） ●〔新規〕板碑サミット関係書籍出版事業
3，796

★〔新規〕総合体育館大規模改修事業（音響・照明改善、屋根改修工事ほか） 170，384

2健康で安心 ★〔新規〕在宅介護手当支給事業（在宅介護者に対して月額3，000円～5，000 3，720
して暮らせる 円支給）

地域づくり ●〔新規〕精神障害者医療費助成事業（入院患者に対して月額10，000円を限度と 2，400
（民生費、衛生費） して助成）

（国保特別会計）

3　働く喜びに ★〔新規〕「川西町農業」の構造政策推進事業（担い手育成のための「町農 1，000

あふれる産業 業活性化計画」策定）

づくり ★生産組織、担い手支援事業（〔新規〕認定農業者等育成支援事業（1，581千 63，681

（農林水産業費） 円）ほか）

★良質米生産対策事業（〔新規〕土づくり事業補助、稲作コスト低減対策奨 1，175

励、コシヒカリ作期拡大奨励ほか）

●〔新規〕農村総合整備事業（仙田地区薯刮生化のための総合開発） 72，350

4　快適で美し ★農業集落排水事業（仙田：工事完了、元町新町：処理場建設） 742，063
い環境づくり ★千手地区特定環境保全公共下水道事業 429，137
（土　木　費） ※平成9年度末における町全体の下水供用可能率96％の見込み。
（農集・下水特別会計）

●道路改良舗装事業（改良5路線、舗装5路線、維持補修9路線） 200，550

●ダム水系流雪溝整備事業（頭首工工事ほか） 118，088

★都市計画土地区画整理事業の推進（千手地区）（〔新規〕都市計画マスタ 33，630

一プラン作成、〔新規〕千手中央土地区画整理B調査実施）

5　楽しさ広が ★賑わい空間創出調査事業（千手地区：文化施設・温泉施設・商業施設等 10，178

るふるさとつ’ の配置、規模、機能など基本計画策定）
くり ★〔新規〕総合緑地公園連絡道整備事業（中子台地～節黒城跡キャンプ場 199，000
（総　務　費） L二1，300m　W＝3．Om）

★〔新規〕自倉地区への定期バス運行開始（バス事業会社への運行経費補助） 2，563

6　開かれた自 ★行政改革の推進（〔新規〕文書管理改善事業（書庫棟の建設、文書管理シス 54，969

主的行政の推

進

テムの改善）

区　　分 事　　　　　　　業　　　　　　　名 町負担額

国　・　県　・

広域　関係

★〔新規〕精神薄弱者援護施設なかまの家入所施設増設事業（元町）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・通所施設新設事業（＋日町市）

★〔新規〕精神障害者社会復帰施設新設事業（＋日町市）

　　　千円63，837

11，392

★県営かんがい排水事業（水管理制御施設工ほか）

★県営防災ダム事業（長福寺：堤体工ほか、坪山：供用開始、〔新規〕松葉

　　　沢：全体実施計画着手）

44，800

29，860

●県営水環境整備事業（高原田地区親水公園整備ほか）

★〔新規〕国道252号上野交差点改良工事着手

20，730

　　一
●十日町地域広域圏「ニューにいがた里創プラン」事業（〔新規〕アートネック

　　　レス整備事業）
4，938

⑧9．3．10



グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
の
状
況
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活
動
、
趣
味
・

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
も
す
べ
て
含
ま
れ

ま
す
。

　
町
内
に
お
い
て
も
、
大
勢
の
皆
さ

ん
が
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
活
動
し
て

お
ら
れ
ま
す
が
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う

な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
か
は
握
し

て
い
な
い
た
め
、
皆
さ
ん
か
ら
の
学
習

相
談
に
応
じ
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
、
現
在
活
動
し
て
お
ら
れ
る

グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク
ル
（
二
、
三
人
の

報
を
い
た
だ
き
、
公
民
館
事
業
と
し
て

己
の
生
き
が
い
や
楽
し
み
を
求
め
ら
れ

集
ま
り
で
も
結
構
で
す
）
の
方
か
ら
情

実
施
し
て
い
な
い
分
野
に
つ
い
て
、
自夢きゃらばんの演劇「コシの白雪姫」

　（H8・l　I・2かわにし自満祭より）

，
，
灘
螺
謙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
灘
露
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
難
縄
自

て
い
る
方
々
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
活
動
内
容
（
詩
吟

・
舞
踊
・
生
け
花
・
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
る
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

な
ど
の
内
容
）
、
代
表
者
の
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
を
町
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
社
会
教
育
係
（
智
六
八
－
二
一

　
六
七
）
ま
で
電
話
で
お
知
ら
せ
く
だ

　
さ
い
。
後
日
、
詳
し
い
間
い
合
わ
せ

　
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

、風、老渥挙擢・

．
剣

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

　
川
西
町
に
、
こ
の
度
ビ
ッ
グ
な
ニ
ュ

ー
ス
が
相
次
い
で
届
き
ま
し
た
。
県
、

国
、
世
界
の
レ
ベ
ル
で
、
そ
れ
ぞ
れ
受

賞
し
た
こ
と
で
す
。

　
昨
年
春
に
作
っ
た
観
光
ポ
ス
タ
ー
が
、

新
潟
県
広
報
協
議
会
が
行
っ
た
平
成
八

年
度
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
「
広
報
ポ
ス
タ

i
」
の
部
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
写
真
の
犬
は
、
中
国
の
原
産
で
、

シ
ャ
ー
・
ペ
イ
と
い
う
品
種
で
す
。
ダ

ブ
ダ
ブ
の
コ
ー
ト
を
着
て
い
る
感
じ
で
、

温
和
な
顔
付
き
で
す
が
、
闘
犬
あ
る
い

は
食
用
に
飼
育
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
皮
に
シ
ワ
」
を
「
川
西
は
」
に
掛
け

た
と
こ
ろ
が
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
だ
と
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
町
の
マ
ス
コ
ッ

ト
と
し
て
利
用
し
た
い
も
の
で
す
。

　
次
は
、
農
林
水
産
省
主
催
第
五
回
美

し
い
日
本
の
ム
ラ
景
観
コ
ン
テ
ス
ト
集

落
部
門
で
、
小
臼
倉
集
落
が
農
林
水
産

大
臣
賞
に
選
ば
れ
、
三
月
十
一
日
に
東

京
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
す
。
小
臼
倉

集
落
は
、
茅
葺
き
民
家
を
中
心
に
、
約

鰯
轟
綜
．
鑑
麟
か
鵠
軸
憲
鯵
蟹

魚
シ
噸
．

幽
翁
盤

四
十
戸
が
谷
あ
い
の
斜
面
に

寄
り
添
う
よ
う
に
軒
を
連
ね

て
い
ま
す
。
家
並
み
の
集
落

景
観
が
、
地
域
の
人
達
と
の

生
活
に
調
和
し
、
魅
力
あ
る

素
朴
の
美
し
さ
が
審
査
員
の

方
々
に
感
動
を
与
え
た
よ
う

で
す
。

　
小
臼
倉
集
落
は
、

米
づ
く
り
の
ほ
か
、
錦
鯉
、

め
こ
、

ま
す
。
ま
た
、

ん
で
、
珍
ら
し
い

「
臼
倉
自
慢
会
」
な
ど
、

で
、ち
た
集
落
で
す
。

待
ち
に
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
最
後
は
、

れ
た
、

際
子
ど
も
犬
ゾ
リ
大
会

　
　
　
　
二
歳
の
部
）

襯
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
過
疎
に
め
げ
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
縄
、
な

　
　
　
プ
レ
ス
金
型
等
の
産
業
が
あ
り

　
　
　
　
　
　
昔
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
が
盛

　
　
　
　
　
　
　
「
も
み
じ
引
き
」
や

収
穫
の
喜
び
を
地
域
全
体
で
祝
い
合
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ラ
ぐ
る
み

　
　
進
取
の
気
性
に
富
ん
だ
活
気
に
満

　
　
　
　
　
　
　
四
月
か
ら
定
期
バ
ス

が
運
行
さ
れ
る
こ
と
を
大
変
喜
び
、
心

　
　
　
　
　
去
る
二
月
一
日
に
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
市
で
開
催
さ

　
　
　
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
の
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
歳
か
ら
＋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
出
場
し
た
、

中
央
町
の
羽
鳥
宏
太
郎
君

（
千
手
小
四
年
）
が
堂
々
と

優
勝
し
た
こ
と
で
す
。
世
界

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
川
西
町
か

ら
誕
生
し
ま
し
た
。
心
か
ら

祝
福
致
し
ま
す
．

　
宏
太
郎
君
は
、
日
頃
魚
沼

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
ま
で
遠
征
練

，
p
繧

スタート前の緊張のひととき（円内が

羽鳥宏太郎くん）

習
す
る
な
ど
、
大
変
な
頑
張
屋
で
す
。

犬
も
ソ
リ
も
現
地
で
の
借
り
も
の
と
い

う
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
し
て
の
快
挙
で
し

た
。
　
こ
う
し
た
輝
し
い
受
賞
を
契
機
に
、

皆
様
共
々
ふ
る
里
川
西
町
の
素
晴
し
さ

を
改
め
て
見
直
し
、
町
全
体
が
元
気
み

な
ぎ
る
よ
う
に
努
め
た
い
も
の
で
す
。

ぬいぐるみも登場し、窓口でお出迎え。

（表情が少し違うのではとの声もチラリ）

※
農
林
水
産
省
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
小

臼
倉
集
落
の
写
真
は
、
十
二
ぺ
ー
ジ

　
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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町
で
は
、
屋
根
の
雪
下
し
作
業
の
解
消
と
、

　
　
　
　
　
　
安
全
で
快
適
な
克
雪
住
宅
を
普
及
し
た
い
と
、

　
　
　
　
　
　
　
一
定
の
要
件
に
該
当
し
た
住
宅
に
対
し
て
、
低

　
　
　
　
　
で
利
な
融
資
制
度
、
有
利
な
補
助
金
制
度
を
設
け

　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。

　
　
り
昭
平
成
九
年
度
中
に
新
築
や
・
屋
根
の
賢
を

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
月
予
定
し
て
い
る
方
で
、
融
資
制
度
、
補
助
金
制

　
　
1
㌔
0
　
度
の
申
し
込
み
を
希
望
す
る
方
は
、
下
記
の
要

　
　
　
　
　

づ
喚
磁
謬
響
誕
慰

家
契
論
蕪
縦
楚
藻
繹

　
　
、
　
4

　
　
　
　
　
　
内
容
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
駐
》
は
◎
融
資
制
度
の
改
正
内
容

童
胴
融
資
期
間
が
・
最
高
＋
萬
・
か
ら
・
最

　
　
『
偏
」
付
高
博
五
年
以
内
」
に
延
長
さ
れ
ま
し
陵
．
順
還

　
　
一
勉
受
は
貸
し
付
け
を
受
け
た
翌
月
か
ら
元
禾
均

　
　
‘
童
目
等
に
よ
り
毎
月
償
還
と
な
り
ま
す
。
一
括
繰
り

鞭
雪
賢
籔
嚢
襲
き
ま
究

金
の
落
雪
式
、
落
雪
式
山
．
同
床
式
併
用
の
補
助
金
最

襯
す
鷺
麟
盤
赫
切
縫
「
華

穐
ま
齋
議
鍵
麗
難
緯
雛

鮪
し
平
響
篠
討
に
ょ
り
改
正
す
る
善

鮒
援
編
輝
耀
極
馨
籔

　
　
　
　
　
　
す
が
、
県
財
政
も
ひ
っ
迫
の
折
、
な
か
な
か
予

　
　
　
　
　
　
定
し
て
い
る
県
補
助
金
が
、
町
に
交
付
さ
れ
な

　
　
　
　
　
　
い
現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
落
雪
式
、
落
雪
式
高
床
式
併
用
の
住

　
　
　
　
　
　
宅
に
つ
い
て
は
、
平
成
九
年
度
限
り
の
補
助
金

　
　
　
　
　
　
対
象
と
し
、
平
成
十
年
度
か
ら
は
補
助
金
の
対

　
　
　
　
　
　
象
外
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◎融資制度最高500万円（300万円）利率は2．0％（5．0％）

区　分
融　　　　　資　　　　　対　　　　　　象
対　　　　　　象　　　　　　経　　　　　　費 融　　資　　額 融資利率 融資期間

平年雪に対して屋根の上で融雪できる施設を備えた建物の新 融資対象経費の50万

融雪式
築・増築・改築、又は屋根部分の改良融雪施設の設置に要する
経費。ただし、地下水の開放利用を伴うものは除く。

円以上500万円以内と
する。

年2．0％

（融資額は10万円単位）

屋根の構造、勾配等により人力によらずに落雪する建物の新
築、増築、改築又は屋根部分の改良、施設の設置に要する経費
で、次の各号のすべてに該当するもの。

（1）階高（床下部分の構造が非木造で、その部分に居住室がな
いもの）が1．5m以上あること。

落雪式
（2）屋根勾配が概ね25度以上で、金属板等滑雪能力のある材料
　を使用したもの。但し、特に滑雪能力がある材料を使用する
　場合の屋根勾配はこの限りでない。

　融資対象経費の80％
以内で50万円以上300
万円以内とする。

年5．0％ 15年以内

（3）落雪側の外壁から、隔地境界線までの距離を軒高の70％以
（融資額は10万円単位）

上確保すること。但し、屋根形状により落雪が隣地に影響を
及ぼさないと認められる部分についてはこの限りでない。
（4）外壁から道路及び河川境界線等までの距離を2．5m以上確保
　すること。

3．Om以上の積雪荷重にも安全であることが構造計算等で確認 融資対象経費の80％

耐雪式
でき、かつ雪ぴ対策を講じた2．階建以上の建物、及び平屋建で
5台以上収容可能な共同車庫の新築・増築・改築に要する経費。

以内で50万円以上500
万円以内とする。

年2．0％

ただし、アーチ型に類するものは除く。 （融資額は10万円単位）

66m2以下　（融資限度額300万円）66m2超～100m2以下（融資限度額400万円）
100m2超　　（融資限度額500万円）

100m2以下（融資限度額200万円）100m2超（融資限度額300万円）

式・落雪式高床式併用22万円、融雪式・耐雪式44万円

※　融雪構造家屋の新増改築の場合　屋根面積

積
雪
面
落
床
は
　
度
　
限

誉
目
同
勤
最
轍
度
噺
制
糎
金
式
助
瀦
補
※
◎
克雪住宅の種類 要　　　　　　　　　　　　　　件

落　　　雪　　　式
　屋根雪を人力によらずに落下させる屋根構造又は強制落雪装置を有し、かつ敷地内で雪処
理できる住宅の新築、増築、改築及び改良で、上記融資制度の「落雪式」欄の（2）～（4）のすべ
てに該当するもの。

融　　　雪　　　式
　熱エネルギー（電気、ガス、灯油等）又は地下水等の利用により屋根融雪できる施設（構
造）の住宅の新築、増築、改築及び改良。ただし、地下水かん養施設を設置した以外の地下
水等の開放利用のものは除く。

耐　　　雪　　　式
3・Omの積雪荷重（1m2当たり900kg）に対し、安全であることが構造計算等により確認で
き、かつ雪ぴ対策を講じた住宅の新築、増築及び改築。

落雪式高床式併用
　高床式とは、原則として基礎を一体の鉄筋コンクリート造とし、当該基礎の地盤面上の高
さを1．Om以上とした住宅の新築、増築及び改築。ただし、建築基準法上、床下部分が床面積
に算入されたものは除く。（落雪式の要件も該当すること）
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雪
も
よ
う

　
雪
の
な
い
正
月
を
迎
え
た
今
冬
、
二

月
二
十
八
日
現
在
の
川
西
ダ
ム
の
雪
積

は
二
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
こ
れ
か

ら
は
気
温
も
上
が
り
、
雪
崩
の
起
き
易

い
状
態
と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
　
さ
て
、
今
年
も
雪
に
ち
な
ん
だ
ニ
ュ

ー
ス
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。
次
に

紹
介
し
ま
す
。

◎
雪
上
で
競
う

　
雪
と
い
っ
て
思
い
浮
か
ぶ
の
が
ス
キ

ー
、
六
日
町
で
行
わ
れ
た
第
三
十
四
回

全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
の
男
子
大
回

転
に
出
場
し
た
川
西
中
学
校
の
三
人
は
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
選
手
た
ち
と
技
を

競
い
、
次
の
よ
う
に
立
派
な
成
績
を
納

め
ま
し
た
。
柄
沢
健
太
さ
ん
（
三
年
、

沖
立
、
二
十
八
位
）
、
高
橋
俊
博
さ
ん

（
三
年
、
田
中
町
、
四
十
三
位
）
、
丸

山
英
明
さ
ん
（
三
年
、
上
町
、
八
十
位
）
。

　
小
林
優
さ
ん
（
十
日
町
総
合
高
校
一

年
、
中
仙
田
）
は
、
岩
手
県
安
代
町
で

行
わ
れ
た
第
四
十
六
回
全
国
高
校
総
体

ス
キ
ー
大
会
に
十
日
町
総
合
高
校
の
女

子
リ
レ
ー
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
秋
田
県
鹿
角
市
で
行
わ
れ
た

第
五
十
二
回
国
民
体
育
大
会
ス
キ
ー
競

技
会
（
あ
き
た
鹿
角
国
体
）
に
出
場
し

た
星
名
知
彦
さ
ん
（
沖
立
、
町
教
委
、

三
十
歳
）
は
、
複
合
の
成
年
B
で
六
位
、

ジ
ャ
ン
プ
の
成
年
B
で
も
九
位
と
大
健

い
ろ
い
ろ

闘
し
ま
し
た
。

◎
雪
に
挑
む

　
昨
年
結
成
さ
れ
た
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
夢
雪
隊
」
。
今
冬
は
休

日
隊
と
平
日
隊
と
に
分
か
れ
、
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
も
そ
ろ
え
て
、
イ
ベ
ン
ト
感
覚

の
乗
り
で
屋
根
雪
に
挑
み
ま
し
た
。

　
隊
員
は
、
十
九
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま

で
の
五
十
四
人
（
う
ち
女
性
一
人
）
。
二

月
末
ま
で
に
延
べ
十
四
回
、
四
十
八
人

が
出
動
し
ま
し
た
。
雪
国
で
あ
る
以
上
、

多
い
少
な
い
の
差
こ
そ
あ
れ
、
雪
下
し

は
続
き
ま
す
。
無
雪
隊
の
所
属
す
る
町

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
登
録
と
雪
下
し
を
希
望
す
る
要
援
護

世
帯
の
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
は
a
六
八
－
四
六
四

七
ま
で
。
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づ
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◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼ φψφφゆψ・ひψr9・ゆ一ψrひψφ・｛9・ψゆψψ』，φ』梱P◎φ“9』ゆ

雪像コンクール

　入賞作品紹介

☆最優秀賞
　「孫悟空」一お釈迦様、世相を怒る！！一
　製作：あかね園とクリニック川西職員会

」②つ

製作：上野ライスセンター
賞
町
■

秀
洒
．

優
引

☆

背中にr夢雪隊」のロゴ入りユニフオーム
φψ、ひψrひψ。φψ。φψ．の』ψrひψ。6卜ψr9・ψ・ひOr■卜rρ・ひ｛P・ひOrひψ・ひrgrl》d5・6卜ψ◆ψφψφψ『

西
◆
　
　
ー」

　
三
重
県
南
勢
町
か
ら
特
別

く
参
加
、
新
鮮
な
海
の
幸

　
ロ
　
議難懲

☆特別雪像賞
　「川西発展KAWAMSHl和」
　製作：山野田親和会

　▲あの子もこの子も
　　名ダンサー

ぐ雪原に浮かびあがる
　「夢」の火文字。

　点火には南勢町穂原
　小学校の5・6年生
　28人も参加

　舳
灘
，

灘

臨
醐
．
☆努力賞（写真略、製作団体・作品名のみ）
　・孫六商店（がんばれアンパンマン）

　・高原田丁＆K（名探偵コナン）

　・三嶋会（ごちそうさま）

《
や
ぐ
ら
を
中
心
に
踊
り
の
輪
が

　
ひ
ろ
が
る
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11
　　無
藻

▲地上30メートルからの眺
　望は楽しいやら怖いやら

　
　
　
鱗
慧

鰻鍵　
　
　
　
毒

鵡

▲重馬場に設けられたパン食い障害。さて思うように

　パンを取ることができるでしょうか

〈
制
服
姿
の
こ
の
人
は
ど
な
た
か
な

　　　難

議
懸
轟
郷
灘
騨
、

講
羅
縫

》
雪
上
を
コ
ー
ト
に
ア
タ
ッ
ク

　
ア
ン
ド
　
レ
シ
ー
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
螺

ミスをすると顔に墨をペロ
リ。激しい戦いを物語る羽
根っけえしの出場者

　
今
年
新
し
く
仲
間
入
り
、
犬
ゾ
リ

ぐ
試
乗
体
験

▲
ポ
ス
タ
ー
で
お
な
じ
み
の
「
シ
ワ

　
イ
ヌ
」
、
ぬ
い
ぐ
る
み
で
登
場

騨

騨灘．

懸
難
　
難

　
　
　
購

灘
．鱗
難
糠
鐸
弾



　
　
　
　
新
刊
入
り

　
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内
の
公
民
館

図
書
室
に
新
刊
が
入
り
ま
し
た
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
情
報
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を

介
し
て
や
っ
て
き
ま
す
が
、
本
か
ら
の

も
の
は
ま
た
違
っ
た
趣
が
あ
り
ま
す
。

活
字
離
れ
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
だ
か
ら

こ
そ
、
も
う
一
度
読
書
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
図
書
館
に
収
蔵
し
て
も
ら
い

た
い
書
籍
等
（
雑
誌
、
文
庫
本
は
除
く
）

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
係
（
智
六
八
ー
一
二
六
七
）
に

ま
し
た

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
脳
内
革
命
②

○
神
の
吹
か
す
風

O

一圏“

｝

春
山
茂
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
マ
ー
ク
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　
上
・
下

　
　
　
　
　
シ
ド
ニ
ィ
・
シ
ェ
ル
ダ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
カ
デ
ミ
ー
出
版

○
う
ず
ま
き
猫
の
み
つ
け
か
た

　
　
　
　
　
　
　
村
上
春
樹
新
潮
社

○
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
　
　
　
五
木
寛
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
英
社

○
猿
岩
石
日
記
①
・
②
　
猿
岩
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
テ
レ
ビ

o
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
物
語

　
　
　
　
　
大
津
彬
裕
　
大
修
館
書
店

読書は季節やときを間いません。手すきの時間を

利用して、少しずつでも読み続けましょう

利
用
を

　
　
○
ま
ん
ぷ
く
劇
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
井
滋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
芸
春
秋

○
指
導
者
た
ち
の
ユ
ー
モ
ア

　
　
　
村
松
増
美
　
サ
イ
マ
ル
出
版
会

○
江
戸
前
の
男
　
　
吉
川
潮
　
新
潮
社

○
村
上
春
樹
、
河
合
隼
雄
に
会
い
に
い

く
　
　
　
　
河
合
隼
雄
・
村
上
春
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
波
書
店

○
ビ
ス
ト
ロ
・
ス
マ
ッ
プ
完
全
レ
シ
ピ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扶
桑
社

○
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
の
社
会
学

　
　
　
　
　
　
G
・
ウ
ォ
ル
フ
ォ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
界
思
想
社

○
人
生
と
向
き
合
う
た
め
の
思
想
入
門

　
　
　
　
　
　
　
小
浜
逸
郎
洋
泉
社

○
子
ど
も
の
笑
い
は
変
わ
っ
た
の
か

　
　
　
　
　
　
　
村
瀬
学
　
岩
波
書
店

○
愛
は
ス
ト
レ
ス
　
　
　
　
　
久
田
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
芸
春
秋

○
連
合
赤
軍
「
あ
さ
ま
山
荘
」
事
件

　
　
　
　
　
　
佐
々
淳
行
　
文
芸
春
秋

○
余
命
半
年
の
夢
　
　
　
堀
ノ
内
雅
一

　
　
　
　
　
　
情
報
セ
ン
タ
ー
出
版
局

○
徳
川
慶
喜
家
の
子
ど
も
部
屋

　
　
　
　
　
　
榊
原
喜
佐
子
　
草
思
社

○
フ
ル
ハ
ウ
ス
　
　
　
　
　
　
柳
美
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
芸
春
秋

○
職
人
　
　
　
　
永
六
輔
　
岩
波
新
書

○
新
解
さ
ん
の
謎

○
猿
岩
石
裏
日
記

○
知
的
複
眼
思
考
法

赤
瀬
川
原
平

文
芸
春
秋

日
本
テ
レ
ビ

苅
谷
剛
彦

　
　
講
談
社

O
E
Q
　
こ
こ
ろ
の
知
能
指
数
　
　
　
　
　
○
「
超
」
勉
強
法
　
　
　
野
口
悠
紀
雄

　
ダ
ニ
エ
ル
・
ゴ
ー
ル
マ
ン
　
講
談
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
談
社

鐡
翻
溺
羅
欝
轟
鱗
黛
出
纏
謙
羅

籔
題
嶽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕪
灘
鍵
欝
騨
盤
灘
熱
鷺
謙
燃
懸
欝
難

　
鶏
灘
難
灘
慈
篠
搬
懸
愚
灘
翻
騰
鑑
　
　
　
　
－
籔
籔
難
難
糊

　
　
韮
難
叢
難
購
鎌
叢
鎌
難
瓢
難
鶯
雛

　
　
　
鵜
繕
錘

麟
繭
欝
　
鑑
難
懸
醗
ぽ
灘
纈
鰹
灘
懸
饗

磯
㈱
礫
鐡
灘
灘
鵬

　
麟
懸
雛
縫
纏
雛
纐
購
懇
鱒
競
購

　
＠
織
驚
霧
灘
癒
鑛
醸
灘
灘
鹸
該
譲
灘

　
　
繋

　
③
灘
髄
漏
灘
灘
㈱
獲
翻

　
鐡
繋
雛
ー
難
験
灘
醗
灘

　
欝
饗
鎌
ー
墾
鐡
織
翻
曝
騨
懸
鱗

鱗
黛
鶴
鰻
懸
　
縣
灘
総
養
鐵
雛
繍
総
灘

新
入
生
の
皆
さ
ん

　
　
　
　
交
通
事
故
に
気
を
つ
け
て

　
新
潟
県
・
町
・
日
本
赤
十
字
社
新
潟

県
支
部
で
は
、
新
入
学
児
童
の
交
通
安

全
を
願
っ
て
毎
年
黄
色
い
交
通
安
全
帽

を
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
交
通
安
全
協
会
（
藤
田
隆

策
会
長
、
写
真
右
）
か
ら
は
ラ
ン
ド
セ

ル
カ
バ
ー
を
お
預
か
り
し
ま
し
た
。
こ

の
品
は
、
昭
和
五
十
五
年
か
ら
継
続
し

て
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
、

各
小
学
校
を
通
じ
て
、
入
学
を
心
待
ち

に
し
て
い
る
児
童
に
手
渡
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
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川
西
町
へ
の
歩
み
⑬

岩
瀬
金
　
子
幸
作

仙
田
村
の
統
治

　
山
野
田
、
宗
正
を
始
め
、
東
部
地
区

で
は
ひ
と
つ
の
集
落
が
二
戸
や
無
民
戸

で
も
一
村
で
扱
わ
れ
て
き
た
の
に
、
仙

田
村
が
古
来
一
村
で
川
西
町
の
誕
生
ま

で
支
配
さ
れ
て
き
た
の
は
、
ほ
か
に
も

あ
ま
り
例
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
渋

海
川
に
沿
っ
て
散
在
す
る
十
五
の
集
落

に
村
方
三
役
中
心
の
郷
村
制
度
を
置
い

た
場
合
、
組
入
用
や
郡
中
入
用
な
ど
の

諸
費
用
が
ふ
く
ら
み
、
為
政
者
も
領
民

も
そ
れ
だ
け
多
額
の
出
費
が
予
想
さ
れ

た
か
ら
と
い
え
よ
う
か
。

　
地
理
的
に
み
て
も
ヘ
ッ
リ
や
難
所
が

多
く
、
集
落
間
の
交
流
や
用
足
し
が
容

易
で
な
か
っ
た
時
代
に
、
今
で
い
え
ば

行
政
改
革
の
見
地
か
ら
一
村
で
扱
う
制

度
が
採
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
十
五
の
集
落
は
一
軒
の
庄
屋
に
よ
っ

て
統
轄
さ
れ
、
そ
の
支
配
は
各
集
落
に

置
か
れ
た
「
内
組
頭
」
に
よ
っ
て
伝
達

さ
れ
る
と
い
う
形
式
が
と
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
一
軒
の
庄
屋
は
室
島
の
加
藤
治

を
始
め
中
仙
田
の
林
之
助
、
岩
瀬
の
佐

治
右
衛
門
、
赤
谷
の
藤
助
な
ど
、
各
集

落
の
草
分
け
的
な
本
百
姓
が
輪
番
で
勤

め
て
い
る
が
、
嘉
永
期
以
後
は
明
治
維

新
ま
で
、
中
仙
田
の
宗
右
衛
門
家
が
庄

屋
役
を
世
襲
し
て
い
る
。

　
仙
田
の
名
の
お
こ
り
に
は
諸
説
が
あ

る
が
、
最
近
に
な
っ
て
、
渋
海
川
流
域

の
仙
田
谷
に
「
千
田
」
と
い
う
武
士
が

い
て
統
治
し
た
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ

た
（
東
京
大
学
史
料
編
さ
ん
所
、
山
田

邦
明
助
教
授
、
仁
田
出
身
の
話
）
。

幕
府
領
と
桑
名
領

　
脇
野
町
、
川
浦
、
出
雲
崎
の
代
官
所

と
柏
崎
陣
屋
の
支
配
を
受
け
る
こ
と
の

多
か
っ
た
川
西
の
村
々
は
、
徳
川
幕
府

の
最
後
（
慶
応
四
年
・
一
八
六
八
）
に

次
の
よ
う
に
支
配
さ
れ
て
い
た
。

　
幕
府
領
　
出
雲
崎
代
官
所
支
配

　
仙
田
村
（
中
仙
田
　
室
島
　
桐
山

小
脇
　
高
倉
　
霧
谷
　
藤
沢
　
田
戸

越
ヶ
沢
　
赤
谷
　
岩
瀬
　
大
倉
　
大
自

倉
小
臼
倉
大
貝
）
野
口
村
（
真

人
組
）
　
仁
田
村
（
真
人
組
）
　
友
重

村
小
根
岸
村
宗
正
村
沖
立
村

上
新
井
村
（
枝
村
の
樽
沢
、
名
ヶ
山

中
平
　
鉢
を
含
む
）
　
寺
ヶ
崎
村
　
弘

道
新
田
村
（
以
上
は
友
重
組
）

　
桑
名
藩
領
　
柏
崎
陣
屋
支
配

　
山
野
田
村
　
東
善
寺
村
水
口
沢
村

中
屋
敷
村
　
高
原
田
村
　
坪
山
村
　
霜

条
村
　
鶴
吉
村
　
伊
勢
平
治
村
　
上
野

村
祖
師
村
下
平
新
田
新
町
新
田

木
落
村
　
三
領
村
　
星
名
新
田

ま
ぽ
ろ
し
の
柏
崎
県

　
会
津
戦
争
（
北
越
戊
辰
戦
争
）
が
始

ま
り
、
越
後
討
伐
の
行
動
が
お
こ
る
と

新
政
府
軍
は
慶
応
四
年
四
月
に
幕
府
の

新
潟
奉
行
所
を
新
潟
裁
判
所
と
す
る
が

五
月
に
は
越
後
府
と
改
め
、
当
地
方
は

小
千
谷
民
政
局
の
管
下
に
入
り
、
七
月

に
は
柏
崎
県
が
置
か
れ
て
統
治
さ
れ
る
。

九
月
八
日
に
慶
応
は
明
治
と
改
元
、
越

後
府
は
新
潟
府
と
改
正
さ
れ
、
柏
崎
県

も
新
潟
府
の
傘
下
に
入
る
。

　
明
治
二
年
二
月
に
は
新
潟
府
を
ふ
た

た
び
越
後
府
と
改
め
、
柏
崎
県
を
廃
し

て
越
後
府
に
併
合
し
、
い
っ
ぽ
う
、
新

潟
町
が
外
交
関
係
を
処
理
す
る
機
関
と

し
て
新
潟
県
と
な
る
。
七
月
に
は
越
後

府
と
新
潟
県
を
合
し
て
水
原
県
と
改
称

し
、
八
月
に
は
水
原
県
を
割
い
て
第
二

次
柏
崎
県
に
、
四
年
十
一
月
に
は
当
地

方
も
第
三
次
柏
崎
県
に
編
入
さ
れ
る
。

こ
の
前
年
に
水
原
県
は
ま
た
新
潟
県
と

な
り
、
六
年
に
入
る
と
柏
崎
県
が
姿
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
わ

消
し
て
新
潟
県
が
残
る
と
い
う
慌
た
だ

し
い
制
度
の
改
革
で
あ
っ
た
。

大
区
・
小
区
と
組
合
制

　
廃
藩
置
県
（
明
治
四
年
）
に
先
だ
っ

て
太
政
官
が
布
告
し
た
戸
籍
法
は
、
戸

籍
事
務
を
円
滑
に
遂
行
す
る
た
め
に
、

「
区
ノ
規
模
ハ
四
、
五
丁
モ
シ
ク
ハ
七

八
村
ヲ
組
ミ
合
ス
ベ
シ
」
と
い
う
原
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ

が
立
て
ら
れ
て
い
た
が
、
「
都
テ
其
時
宣

　
　
　
　
　
さ
ま
た

ト
便
利
二
任
セ
妨
ゲ
ナ
シ
」
と
い
う
こ

と
で
県
知
事
の
自
由
な
裁
量
に
任
さ
れ

て
い
る
。
現
在
も
な
お
、
各
集
落
の
長

を
「
区
長
」
と
呼
称
す
る
の
は
こ
の
こ

ろ
の
名
残
り
と
い
え
よ
う
か
。

　
朝
令
暮
改
と
い
わ
れ
た
こ
の
時
代
は

明
治
五
年
に
大
区
・
小
区
制
が
施
行
さ

れ
る
と
、
こ
れ
ま
で
村
の
政
治
を
預
っ

て
き
た
庄
屋
、
年
寄
、
組
頭
の
制
度
が

廃
止
さ
れ
、
同
年
八
月
、
柏
崎
県
庁
か

ら
次
の
よ
う
に
布
達
さ
れ
る
。

　
柏
崎
県
管
轄
　
第
五
区

　
五
小
区
　
野
口
村
仁
田
村

六
小
区
仙
田
村

　
七
小
区
　
新
町
新
田
　
三
領
村
　
下

平
新
田
　
霜
条
村
　
鶴
吉
村
　
木
落
村

上
野
村
　
祖
師
村
　
星
名
新
田
　
上
村

新
田
　
長
井
新
田
　
寺
ケ
崎
村
　
友
重

村
　
弘
道
新
田
　
宗
正
村
　
伊
勢
平
治

村
　
沖
立
村
　
小
根
岸
村

　
八
小
区
　
中
屋
敷
村
　
水
口
沢
村

東
善
寺
村
　
山
野
田
村
　
坪
山
村
　
上

新
井
村
　
高
原
田
村
　
稲
葉
村
　
山
谷

村
小
泉
村
鐙
坂
村

　
明
治
六
年
六
月
に
柏
崎
県
は
新
潟
県

へ
合
併
し
、
旧
中
魚
沼
郡
は
第
十
二
大

区
に
編
入
さ
れ
、
次
の
三
小
区
と
な
る
。

　
一
小
区
　
七
力
村
　
九
四
六
戸

　
　
戸
長
は
野
口
村
の
野
沢
駒
治

　
一
番
組
　
野
口
村
上
村
新
田

　
二
番
組
　
仁
田
村
　
　
（
三
番
組
か
ら

珊
浦
代
官
所
跡

　
中
頸
城
郡
三
和
村

欝

八
番
組
ま
で
は
真
人
村
）
　
九
番
組

木
落
村
　
寺
ヶ
崎
村
　
長
井
新
田

　
二
小
区
　
一
力
村
　
八
八
六
戸

　
　
戸
長
は
田
戸
の
押
木
良
平

　
一
番
組
　
越
ヶ
沢
　
田
戸
　
二
番
組

藤
沢
　
霧
谷
　
三
番
組
　
小
脇
　
高
倉

　
四
番
組
　
室
島
　
桐
山
　
五
番
組

中
仙
田
　
六
番
組
　
赤
谷
　
七
番
組

岩
瀬
　
八
番
組
　
大
臼
倉
　
大
倉
九

番
組
　
大
貝
　
小
臼
倉

　
三
小
区
　
二
一
力
村
　
一
〇
七
三
戸

　
　
戸
長
は
新
町
新
田
の
丸
山
順
一
郎

　
一
番
組
　
新
町
新
田
　
二
番
組
　
上

野
村
　
三
番
組
　
下
平
新
田
　
祖
師
村

星
名
新
田
　
四
番
組
　
三
領
村
　
小
根

岸
村
　
友
重
村
　
伊
勢
平
治
村
宗
正

村
　
弘
道
新
田
　
五
番
組
　
鶴
吉
村

霜
条
村
　
坪
山
村
　
高
原
田
村
　
六
番

組
沖
立
村
　
七
番
組
　
中
屋
敷
村

八
番
組
　
上
新
井
村
　
東
善
寺
村
　
山

野
田
村
　
水
口
沢
村
　
九
番
組
　
上
新

井
村
　
枝
名
ケ
山
　
枝
樽
沢

　
十
番
組
　
上
新
井
村
　
枝
鉢

脇
野
町
代
官
所
跡

　
三
島
郡
三
島
町
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ほ
く
ほ
く
線
開
業
記
念
番
組

「
レ
ー
ル
で
つ
な
ぐ
夢
・
未
来
」

　
三
月
二
十
二
日
に
開
業
す
る
「
ほ
く

ほ
く
線
」
の
歩
み
や
関
係
者
の
喜
び
の

声
、
沿
線
や
周
辺
市
町
村
の
魅
力
や
観

光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
番
組
で
す
。

　
放
送
は
三
月
二
十
日
の
午
後
五
時
か

ら
一
時
間
、
B
S
N
テ
レ
ビ
で
行
い
、

リ
ポ
ー
タ
ー
は
大
倉
修
吾
と
立
川
昇
子

が
務
め
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

ほ
く
ほ
く
線
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
愛
称
決
ま
る

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
愛
称
募
集
に
寄
せ

ら
れ
た
二
、
六
八
九
件
の
な
か
か
ら
選

ば
れ
た
名
称
は
「
ホ
ッ
ク
ン
」
。
み
な

さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ほ
く
ほ
く
線
に
乗
っ
て

　
　
　
　
　
税
の
勉
強
を

◆
日
時
　
四
月
十
二
日
（
土
）
午
前
十

　
時
五
分
十
日
町
駅
発
↓
上
越
科
学
館

　
見
学
↓
午
後
三
時
五
十
分
十
日
町
駅

　
着
◆
内
容
　
上
越
科
学
館
の
見
学
と
車
内

　
で
の
楽
し
い
ク
イ
ズ
や
税
の
話

◆
対
象
等
　
中
学
生
六
十
人
、
参
加
費

　
無
料
（
昼
食
、
記
念
品
付
V

◆
申
込
先
　
三
月
二
十
日
ま
で
に
川
西

　
町
商
工
会
内
法
人
会
（
智
六
八
i
二

　
一
七
六
）
へ
。

平
成
九
年
度

　
　
県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
県
で
は
、
広
聴
活
動
の
一
環
と
し
て

昭
和
三
十
九
年
度
か
ら
県
政
モ
ニ
タ
ー

制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
九
年
度
は
、
例
年
行
っ
て
い
る

市
町
村
長
か
ら
の
推
薦
の
ほ
か
一
般
公

募
も
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
仕
事
の

内
容
や
応
募
資
格
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
県
政
に
お
屈
け

く
だ
さ
い
。

◆
仕
事
①
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
テ
ー

　
マ
通
信
へ
の
回
答
（
年
三
回
）
②
県

　
政
や
交
通
安
全
な
ど
に
建
設
的
な
意

　
見
・
提
言
を
寄
せ
る
③
モ
ニ
タ
i
会

　
議
へ
の
出
席
な
ど
。

◆
応
募
資
格
　
平
成
九
年
四
月
一
日
現

　
在
で
二
十
歳
以
上
の
県
民
。
た
だ
し
、

　
議
会
の
議
員
・
公
務
員
、
県
の
委
嘱

　
し
た
他
の
モ
ニ
タ
ー
は
除
き
ま
す
。

◆
任
期
及
び
謝
礼
　
平
成
十
年
三
月
三

　
十
一
日
ま
で
で
、
年
間
五
、
七
〇
〇

　
円
◆
応
募
方
法
等
　
は
が
き
に
住
所
、
氏

　
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番

　
号
、
応
募
の
動
機
（
百
字
以
内
）
を

　
記
入
の
う
え
、
三
月
三
十
一
日
ま
で

　
に
次
に
申
し
込
む
。

　
〒
九
五
〇
1
七
〇
　
県
庁
総
務
部
広

　
報
広
聴
課
広
聴
係
（
住
所
の
記
載
不

　
要
）
智
〇
二
五
－
二
八
五
－
五
五
一

　
一
（
内
線
二
二
六
）

県
政
ポ
ス
ト
を

　
　
　
　
　
ご
存
知
で
す
か

　
県
で
は
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら

県
政
に
つ
い
て
の
建
設
的
な
ご
意
見
や

ご
提
言
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
た
め
、
県

の
合
同
庁
舎
窓
口
や
市
町
村
役
場
窓
口

な
ど
に
「
県
政
ポ
ス
ト
」
を
設
置
し
、

所
定
の
は
が
き
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
提
言
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
広

聴
課
広
聴
係
ま
で
（
電
話
番
号
は
前
の

記
事
と
同
じ
）
。

神
戸
市
と
西
宮
市
か
ら

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
原
因
で
神
戸

市
ま
た
は
西
宮
市
か
ら
転
入
さ
れ
た
方

及
び
そ
う
い
う
方
を
ご
存
知
の
皆
さ
ん

に
、
両
市
か
ら
連
絡
が
届
い
て
い
ま
す

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
神
戸
市
か
ら

　
神
戸
市
の
広
報
紙
の
郵
送
を
希
望
さ

　
れ
る
方
は
、
広
報
課
（
盈
〇
七
八
－

　
三
二
二
－
五
〇
八
五
）
ま
で
連
絡
く

　
だ
さ
い
。

◆
西
宮
市
か
ら

　
次
の
相
談
窓
口
を
、
祝
日
を
除
く
毎

週
月
曜
か
ら
金
曜
の
午
前
九
時
か
ら
午

後
五
時
ま
で
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

①
住
宅
相
談
　
仮
設
住
宅
対
策
室
（
盈

　
〇
七
九
八
－
二
六
－
八
五
九
二
）
、

　
住
宅
部
（
智
〇
七
九
八
－
三
五
－
三

　
七
二
二
）

②
そ
の
他
相
談
　
市
民
相
談
課
（
智
〇

　
七
九
八
－
三
五
－
三
一
〇
〇
）

　
ま
た
、
西
宮
市
政
ニ
ュ
ー
ス
の
必
要

　
な
方
は
申
し
出
く
だ
さ
い
。

福
祉
の
職
業
相
談

　
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福

祉
の
職
場
へ
の
就
労
希
望
者
と
人
材
を

必
要
と
す
る
福
祉
施
設
等
を
対
象
に
、

求
職
・
求
人
相
談
、
登
録
等
を
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◆
場
所
　
長
岡
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
相
談
日
　
毎
月
第
三
金
曜
日
の
午
前

　
十
時
三
十
分
か
ら
午
後
三
時
三
十
分

　
ま
で
。
た
だ
し
、
相
談
日
が
祝
祭
日

　
の
場
合
は
そ
の
前
日
と
な
り
ま
す
。

◆
対
象
　
中
越
地
方
の
住
民
、
福
祉
施

　
設
・
社
協
の
関
係
者

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
新
潟
県
社
会
福
祉

　
協
議
会
内
　
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
（
智
〇
二
五
ー
二
八
一
－
五
五
二
六
）

文
化
講
演
会
の
お
知
ら
せ

◆
日
時
　
三
月
十
八
日
（
火
）
開
場
午

　
後
五
時
三
十
分
、
開
演
午
後
六
時

◆
場
所
　
小
出
郷
文
化
会
館

◆
講
師
及
び
演
題

　
元
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
山
川
静
夫

　
氏
『
放
送
よ
も
や
ま
話
』
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◆
申
込
方
法
等
　
入
場
は
無
料
。
希
望

　
者
は
三
月
十
一
日
ま
で
に
魚
沼
ブ
ロ

　
ッ
ク
電
信
電
話
ユ
ー
ザ
協
会
（
智
〇

　
一
二
〇
ー
一
二
三
八
四
九
）
ま
で
。

新
し
い
嘱
託
員
…
◎

　
一
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
九
年
二
月
二
十
八
日
届
出

　
（
敬
称
略
）

大岩赤田高小室中
　　　　　　　仙
倉瀬谷戸倉脇島田

中田高高斉斉茂南
條中橋橋木木野雲
歳尚久盛和幸喜宗
一武男夫作威一夫

し
尿
く
み
取
り
料
金
を

　
　
　
　
　
　
　
　
改
定
し
ま
す

　
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
、
次
の
よ

う
に
し
尿
く
み
取
り
料
金
が
改
定
に
な

り
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
十
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
五
十
三
円
を
五

　
十
六
円
に
。

・
最
低
く
み
取
り
料
金
は
、
一
回
に
つ

　
き
二
百
リ
ッ
ト
ル
ま
で
一
、
一
二
〇



　
円
に
。

　
問
い
合
わ
せ
は
十
日
町
市
川
西
町
衛

生
施
設
組
合
（
a
五
二
－
三
九
二
四
）

ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
葛
名

　
　
戸
籍
の
窓
か
ら

　
葛
蓄
き
き
篭
窄
φ
名
犠

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
　
あ
や
み

数
藤
　
絢
美

数
藤
禰
，
纏

　
　
　
　
か
ず
き

大
竹
　
　
一
気

　
　
　
　
け
ん
と

井
川
　
　
絢
斗

　
　
　
　
　
け
い

滝
沢
　
　
慶

　
　
　
　
し
ゅ
う
す
け

喜
多
　
秀
輔

　
　
　
　
ち
さ
と

田
中
　
智
里

　
　
　
　
し
よ
レ
つ

樋
口
　
止
揚

　
　
　
　
た
つ
ろ
う

星
名
　
辰
朗

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

高
橋
　
領
吉
7
7
（
本
　
人
）
高

星
名
　
数
栄
8
7
（
本

南
雲
ミ
サ
9
1
（
守
）

和靖美洋恵洋秀秀実達　明広徳久和秀
　枝　　　　　薫　 一美　 聡美夫子一子一子夫花徳　弘美郎子秀子

沖上仁学栄新小沖沖　　　　　校　　町根　　　　　　　　新
立野田町町田岸立立倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
）
あ
か
ね
園
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
仙
田

◆
ち
◆
集
◆
．
辱
◆
侮
◆
毒
◆
も
◆
奪
◆
も
。
◆
も
．
◆
毒
◆
懸
・
◆
亀
．
◆
聾
◆
聾
◆
も
7
◆
も
◆
ゆ

表
紙
の
写
真

　
岡
山
県
倉
敷
市
在
住
の
ク
ラ
フ
ト
作

家
小
黒
三
郎
さ
ん
の
作
品
展
が
二
月
十

七
日
～
二
十
三
日
ま
で
ハ
ト
ヤ
川
西
店

（
中
央
町
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
小
黒
さ
ん
と
親
交
の
あ
る

冨
田
實
さ
ん
（
大
白
倉
、
レ
ザ
ー
ク
ラ

　
フ
ト
作
家
）
の
仲
介
に
ょ
り
実
現
し
た

　
も
の
で
、
県
内
で
は
初
め
て
の
も
の
。

　
手
の
平
に
載
る
よ
う
な
か
わ
い
ら
し
い

　
雛
飾
り
や
動
物
た
ち
、
端
午
の
節
旬
人

　
形
か
ら
は
、
木
の
も
つ
ほ
の
ぼ
の
と
し

　
た
感
じ
や
ぬ
く
も
り
が
伝
わ
っ
て
く
る

　
よ
う
で
し
た
。

　
　
使
わ
れ
て
い
る
木
は
わ
た
し
た
ち
に

“｝

小
わ
じ

㎝㎝
　
　
榔
u
鯉
瑠
“
一
。
同
崎
正
風
選

ゆ

”
雪
な
く
ば
な
く
ば
と
冬
を
越
し
に
け
り

な

榊
墓
石
の
雪
に
出
で
た
る
二
月
か
な

ゆ

”
　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

ひ

榊
花
粉
症
そ
こ
ま
で
春
の
来
て
お
り
し

ゆ

”
晩
酌
を
嗜
み
風
邪
に
か
か
わ
ら
ず

ゆ

榊
　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

ゆ

”
節
分
の
豆
こ
ろ
げ
い
し
梅
の
花

ゆ

弱
風
花
の
舞
う
て
消
え
ゆ
く
飾
り
窓

ゆ

”
　
　
　
　
　
　
田
中
町
　
石
沢
　
澄
代

ゆ一⇔

宿
命
の
雪
を
友
と
し
雪
ま
つ
り

ゆ

”
十
文
字
に
光
飛
び
交
う
雪
舞
台

ゆ

榊
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

ゆ

”
朝
霧
の
峰
よ
り
晴
れ
て
き
た
り
け
り

ゆ

軸
　
　
　
　
　
　
元
町
　
田
畑
　
旭
昇

ひ

”
す
ぐ
そ
こ
に
春
の
来
て
い
る
窓
明
り

ゆ

碗
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

ゆ

岬
春
一
番
し
き
り
に
古
き
障
子
鳴
る

ゆ

弱
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
優
美

ゆ

φ
冬
の
花
み
な
窓
向
き
て
咲
い
て
お
り

御
　
　
　
　
　
仁
田
戸
田
　
　
貞

ぴ

”
参
道
の
雪
壁
厚
き
春
祭
り

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

φ
　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
4
幡
し
ん
女

ゆ

”
野
佛
に
陽
の
射
し
て
を
り
春
そ
こ
に

ゆ

の
　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

㎜
立
春
の
火
伏
せ
地
蔵
の
笑
み
給
ふ

ゆ

御
　
　
　
　
　
　
　
霜
条
　
大
海
　
白
涛

や

”
怠
り
て
過
ぎ
た
る
日
々
や
針
ま
つ
る

ゆ

御
　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

ゆ

”
凧
上
げ
の
糸
の
手
ご
た
え
子
に
渡
す

ひ

の
　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

“ 噌
7
◆
…
◆
6
マ
◆
も
◆
噂
◆
奄
◆
奪
◆
も
◆
奄
◆
噺
◆
噺
◆
も
◆
奄
◆
奄
◆
血
マ
◆
も
一
．
◆
も
7
◆
亀
▼
◆
も
◆
亀
▼
◆
▲
響
◆
亀
▼
◆
奄
◆
も
7
◆
噂
◆
毎
7
◆
藍
？
◆
色
マ
◆
凸
▼
◆
嘩
◆
も
◆
も
▼
◆
ら
7
◆
毒

も
な
じ
み
の
深
い
ブ
ナ
や
ナ
ラ
材
が
多

い
よ
う
で
す
が
、
杉
材
で
も
可
能
と
の

こ
と
。
造
林
で
発
生
す
る
間
伐
材
な
ど

も
利
用
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
冨
田
さ
ん
は
「
夏
休
み
に
組

み
木
教
室
が
開
け
た
ら
い
い
な
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
実
現
す
る
と
い
い

で
す
ね
。

春
近
し
軒
の
雀
の
鳴
き
声
も

　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間
　
子
舟

椿
好
む
目
白
の
今
日
も
来
て
お
り
し

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

風
止
み
し
静
け
さ
に
雪
降
り
積
る

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
南
雲
　
川
風

雪
と
な
り
雨
と
な
り
し
て
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

晴
れ
渡
る
今
日
を
よ
き
日
と
雪
卸
す

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

煮
凝
の
箸
に
す
く
え
ぬ
ぬ
め
り
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
寅
生

砂
浴
び
て
遊
ぶ
雀
も
春
近
し

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

何
も
な
き
畑
に
草
の
芽
ぶ
き
お
り

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

野
の
ゆ
る
み
空
の
ゆ
る
み
に
梅
開
く

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

雪
穴
の
暗
さ
に
水
の
流
れ
を
り

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

雪
堀
っ
て
雪
の
匂
い
の
キ
ャ
ベ
ツ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

庭
先
に
可
憐
に
咲
い
て
桜
草

　
　
　
　
　
相
模
原
市
　
佐
藤
　
周
三

建
国
の
記
念
日
老
の
新
年
会

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

盆
梅
の
一
輪
ず
つ
の
日
を
重
ね

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

恋
猫
の
五
日
ぶ
り
な
る
背
を
な
で
る

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
由
喜

学
童
の
声
な
き
冬
の
朝
淋
し

　
　
　
　
　
　
府
中
市
喜
多
　
　
保

　
　
　
　
花
　
　
粉

　
今
年
も
花
粉
症
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
春
先
の
花
粉
症
の
原
因
は
、

ほ
と
ん
ど
が
、
ス
ギ
花
粉
に
よ
る
も
の

で
す
。

　
戦
後
、
数
多
く
植
林
さ
れ
た
ス
ギ
が

昭
和
五
十
年
頃
か
ら
花
粉
を
大
量
に
飛

ば
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
原
因
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
花
粉
の
飛
散
量
は
、
前
年
の
夏
の
気

温
と
関
係
し
て
お
り
、
夏
が
暑
い
ほ
ど

飛
散
量
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
花
粉
の
飛
散
は
、
一
月
の
気
温
が
高

い
程
早
く
始
ま
り
、
新
潟
県
で
は
、
二

月
中
旬
か
ら
下
旬
頃
に
飛
び
始
め
ま
す
。

　
特
に
晴
れ
た
日
に
は
花
粉
が
飛
び
や

す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
花
粉
症
の
主
な
症
状
は
、
く
し
ゃ
み

鼻
み
ず
、
鼻
づ
ま
り
、
目
の
カ
ユ
ミ
等

で
す
。
風
邪
の
症
状
に
似
て
い
る
の
で
、

カ
ゼ
と
間
違
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
花
粉
症
対
策
】

一
、
毎
年
、
花
粉
症
に
か
か
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
て
も
、
症
状
が
出
な
け
れ

ば
、
病
院
に
か
か
ら
な
い
人
が
多
い
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
花
粉
症
治
療
の
基

本
は
、
　
「
症
状
が
出
る
前
に
治
療
を
始

め
る
」
こ
と
で
す
。
早
目
の
治
療
は
、

症
状
を
軽
く
し
ま
す
の
で
、
一
月
中
旬

頃
か
ら
ク
ス
リ
を
飲
み
始
め
る
の
が
、

花
粉
症
を
軽
く
す
る
コ
ツ
で
す
。

一
、
花
粉
の
多
く
飛
ぶ
日
に
は
、
で
き

る
だ
け
外
出
を
控
え
る
こ
と
で
す
。
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騒

　
　
不
規
則
な
生
活
や
寝
不
足
は
、
症
囲
爾

襟
唖
心
靴
撞
碍
欝
叶
総
膿
雌
衡

し
｛
　
　
　
　
　
騒

一
・
お
酒
を
飲
む
と
鼻
粘
膜
が
は
れ
る
認

の
で
・
鼻
つ
ま
り
が
悪
化
し
ま
す
・
ま
臨

慧
糖
騰
難
鰯

す
。

症
む
を
得
ず
外
出
す
る
と
き
は
、
花
粉
症

用
の
マ
ス
ク
を
し
、
外
出
か
ら
帰
っ
た

と
き
は
、
洗
眼
、
う
が
い
を
必
ず
し
ま

し
ょ
）
つ
。

一
、かぜと花粉症の違い

●花粉症

熱
ない。

あっても微熱　　　仁＝，

　　　　　　　　　昌

くしゃみ　　　水
激しし㌔時には国

連続騰回も保
　　　　　　　　　診

　　　　　　　　　療

全身　　　所
離難琵顯長
元気　　　談

　
　
　
り
ま
ず
期
箋

劉
舞
警
で

鼻
始
水
ポ
る
鼻
い
感
い

　
　
　
　
り
る
し

　
　
　
　
ま
に
息

水
期
つ
期
の

鼻
初
水
後
膿

　　　　　　●か　ぜ

執
’’”　　　　縢漏
ある・餓　、蝋購．
時には高熱も　　　薗麟・難馨

　　　　　　　　．闘9　二凋

くしゃみ　　。菱（
それほど激しく　1．　●
ない、あっても翁

2～3回　　f，．．　」

全身

弱くてぐっ
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住
む
人
の
人
情
が
醸
し
出
す

　
　
　
　
　
ほ
っ
と
す
る
よ
な
景
観

　
　
　
大
切
に
し
た
い

　
秋
の
小
白
倉
集
落
を
撮
影
し

た
写
真
が
農
林
水
産
省
主
催
の

第
五
回
美
し
い
日
本
の
む
ら
景

観
コ
ン
テ
ス
ト
の
「
農
村
の
集

落
部
門
」
で
最
高
賞
の
農
林
水

産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

同
部
門
で
の
農
水
大
臣
賞
は
県

内
で
初
め
て
で
す
。

　
小
白
倉
は
町
の
北
端
に
位
置

し
、
清
冷
な
水
を
活
か
し
て
の

錦
鯉
の
生
産
や
鮮
や
か
な
色
と

技
術
で
高
い
評
価
の
し
め
縄
、

キ
ノ
コ
や
山
菜
の
栽
培
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
面
で
活
気
に
満
ち

た
集
落
で
す
。

　
ま
た
、
茅
葺
き
屋
根
の
多
い

家
並
み
は
、
画
題
や
被
写
体
と

し
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
す
ば
ら
し
い
環
境
を

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
諸
に
守
っ

て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

わ
が
ふ
る
さ
と

題
「
深
ま
る
秋
－
支
え
あ
う
集
落
」

●休日救急医

3月16日大熊内科医院（山本1）

　　　　雪52－7066

　　〃　中条病院（中条）

　　　　費57－3018

20日山口医院（袋町中）

　　費52－2174

23日古藤病院（津南町）

　　8　65－3001

30日山口医院（下条）

　　奮　55－2003

4月以降は現在調整中です。

決まりしだいお知らせしま

す。

＝＝33＝呂3＝＝3＝3＝＝3＝＝霊＝3＝33＝＝＝＝＝＝＝3＝＝＝3＝＝＝＝3＝＝＝＝＝＝＝器＝＝＝＝＝＝＝＝＝2＝＝＝＝＝＝＝33＝＝＝＝3＝＝富

レ
「
ペ
ン
ギ
ン
」

2
年
生
滋
野
美
弥
子
さ
ん

　
「
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ

　
　
　
と
リ
ン
ゴ
と
花
」

〈
2
年
生
北
村
香
奈
さ
ん

皿
．
Ψ

囎染膨

、擁
　菰曳

ゆ穫’，諺’

　　　　　　ア　

▲「花」

3年生高橋美香さん

　
「
ア
ジ
ア
の
空
腹
」

〈
2
年
生
和
久
井
公
太
さ
ん

、
　
穫
壷
．

　
　
　
類

　
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
ブ
」

ぐ
3
年
生
丸
山
理
佳
さ
ん

八
川
西
中
学
校
丁

響
、
診

紬

掛
鰭
丸
山
喜
之
さ
ん

9・3．10⑫

▲「カラフル」
1年生田ロ香奈子さん

▲「夕日」

1年生大海　洋さん
（4月号は千手小学校です）


